
寺
井
会
長
年
頭
挨
拶

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
30
年
の

年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
春

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
農
業
会
議

の
業
務
推
進
に
つ
き
ま
し
て
、

格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
農
業
・
農
村
現
場
に

お
き
ま
し
て
は
、
農
業
就
業
人

口
の
減
少
、
農
業
者
の
高
齢
化

の
進
展
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、

さ
ら
に
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
や
日
Ｅ

Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
等
の
大
筋
合
意
な

ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お

り
ま
す
。
こ
う
し
た
難
局
を
乗

り
越
え
、
農
業
者
の
所
得
を
増

や
し
、
持
続
可
能
な
力
強
い
農

業
と
活
力
あ
る
農
村
を
構
築
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
中
、
我
々
、
農
業

委
員
会
組
織
は
大
き
な
変
革
の

時
期
を
迎
え
、
昨
年
は
、
農
業

委
員
会
制
度
発
足
以
来
の
抜
本

的
な
改
革
と
言
わ
れ
る
「
改
正

農
業
委
員
会
法
」
に
基
づ
き
、

19
の
市
町
村
農
業
委
員
会
が
新

体
制
に
移
行
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
、
今
年
は
、
残
り

５
市
町
が
移
行
し
、
県
内
の
す

べ
て
の
農
業
委
員
会
に
お
い
て
、

体
制
が
整
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

新
制
度
へ
の
取
り
組
み
も

「
体
制
づ
く
り
」
の
段
階
か
ら
、

制
度
改
正
の
主
眼
で
あ
る
「
農

地
利
用
の
最
適
化
」
に
向
け
て

着
実
に
成
果
を
挙
げ
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
段
階
と
な
り
、

ま
さ
に
「
農
業
委
員
会
制
度
改

革
」
の
真
価
が
問
わ
れ
る
年
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
組
織
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
農
業
・
農
村
現
場

に
お
い
て
農
政
を
担
う
組
織
と

し
て
、
農
業
者
、
行
政
、
農
業

関
係
団
体
の
皆
様
と
連
携
強
化

を
図
り
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

関
係
者
各
位
に
は
、
力
強
い

ご
支
援
・
ご
協
力
、
そ
し
て
大

所
・
高
所
か
ら
の
ご
指
導
・
ご

助
言
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

晴
れ
の
受
賞
お
慶
び

農
業
委
員
に
対
す
る
知
事
感

謝
状
贈
呈
式
が
12
月
13
日
、
県

庁
で
執
り
行
わ
れ
、
後
藤
田
副

知
事
か
ら
、
徳
島
県
の
農
業
発

展
に
功
績
の
あ
っ
た
川
人
泰
博

さ
ん
（
徳
島
市
）
を
は
じ
め
12

人
の
農
業
委
員
さ
ん
に
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

感
謝
状
を
受
与
さ
れ
た
皆
様

に
は
、
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と

も
本
県
農
業
の
振
興
に
ご
尽
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〔感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
皆
さ
ん
〕

川
人
泰
博
、
森
政
雄
（
徳
島
市
）
、

三
木
尚
（
吉
野
川
市
）
、
篠
原

豊
、
平
尾
雄
志
（
美
馬
市
）
、

小
山
善
昭
、
瀬
戸
正
彦
、
山
野

忠
男
（
勝
浦
町
）
、
谷
口
芳
孝
、

溜
口
好
雄
、
小
林
章
（
牟
岐
町
）
、

小
倉
正
（
つ
る
ぎ
町
）

･
･
･
･
･
･
･

以
上
、
敬
称
略
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容

一

寺
井
会
長
年
頭
挨
拶
／
晴
れ
の
受
賞
者･

･
･
･
･
･
･
･
･

１

二

平
成
30
年
度
農
業
委
員
会
関
係
予
算
の
概
要･

･
･
･
･

２

三

農
地
利
用
最
適
化
推
進
運
動
の
取
り
組
み･

･
･
･
･
･
･

３

四

新
た
な
外
国
人
技
能
実
習
制
度
の
仕
組
み･

･
･
･
･
･
･

４

五

金
融
公
庫
の
お
知
ら
せ
／
女
性
農
業
委
員
紹
介･

･
･

５

六

行
事
予
定
／
お
知
ら
せ
／
新
刊
図
書
紹
介･

･
･
･
･
･
･

６

あ
ぜ
道
の
声

▽
戦
後
農
業
委
員
会
制
度
が
始

ま
っ
て
以
来
の
抜
本
改
革
と
言
わ

れ
る
今
回
の
改
正
で
は
、
農
業
委

員
会
組
織
の
意
識
改
革
や
行
動

改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

改
正
前
は
役
場
の
会
議
室
で

申
請
が
あ
が
っ
て
く
る
農
地
の
権

利
移
動
・
転
用
等
の
許
認
可
事

務
が
中
心
と
な
っ
て
き
た
。
い
わ
ゆ

る
“待
ち
”の
姿
勢
で
良
か
っ
た
。

▽
新
た
な
必
須
事
務
と
な
っ
た

“
農
地
利
用
の
最
適
化
”
を
推
進

す
る
た
め
に
は
、
“出
張
っ
て
い
く
”

必
要
が
あ
る
。
５
年
後
、
10
年
後
、

高
齢
化
等
に
よ
り
適
切
に
管
理

が
で
き
な
く
な
り
遊
休
地
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
農
地
を
見
つ
け

出
し
、
使
え
る
う
ち
に
、
使
え
る

人
に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
農
地

の
所
有
者
の
意
向
確
認
が
起
点

と
な
る
。

▽
「と
く
し
ま
農
地
利
用
最
適
化

推
進
１
・
１
・
１
運
動
」
を
全
県
的

に
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業

委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
一
人
一
人
の
意
識
改
革
・

行
動
改
革
に
繋
が
る
こ
と
を
切
に

望
む
。

（Ｓ
．
Ｉ
）
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平
成
30
年
度
農
業
委
員

会
関
係
予
算
の
概
要

農
業
委
員
や
新
た
に
設
置
さ

れ
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
基
礎
的
な
報
酬
等
に
あ
て

る
「
農
業
委
員
会
交
付
金
」
は
、

今
年
度
と
同
額
の
47
億
円
が
確

保
さ
れ
る
と
と
も
に
、
農
業
委
員

会
の
必
須
事
務
と
な
っ
た
農
地
利

用
の
最
適
化
（
担
い
手
へ
の
農
地

等
の
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊

休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新

規
参
集
の
促
進
）
を
推
進
し
て
い

く
た
め
、
新
体
制
に
移
行
し
た
農

業
委
員
や
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
に
報
酬
等
の
上
乗
せ
を

図
る
財
源
と
し
て
の
「
農
地
利
用

最
適
化
交
付
金
」が
今
年
度
の
70

億
円
か
ら
80
億
円
へ
増
加
し
、
交

付
金
の
配
分
に
つ
い
て
も
年
度
前

半
と
後
半
の
２
回
に
分
け
て
配
分

で
き
る
よ
う
に
な
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
農
業
委
員
会
組
織
へ
の

補
助
事
業
で
あ
る
「機
構
集
積
支

援
事
業
」
は
28
億
円
が
確
保
さ
れ

て
お
り
、
（
一
社
）
全
国
農
業
会

議
所
が
管
理
す
る
「農
地
情
報
公

開
シ
ス
テ
ム
」
の
維
持
管
理
経
費

と
都
道
府
県
農
業
会
議
へ
の
研

修
等
に
要
す
る
経
費
が
13
億
円
、

残
り
の
15
億
円
を
都
道
府
県
農

業
会
議
が
市
町
村
農
業
委
員
会

の
農
業
委
員
や
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
等
の
資
質
向
上
に

向
け
た
研
修
を
支
援
す
る
予
算
、

各
農
業
委
員
会
が
遊
休
農
地
所

有
者
の
意
向
調
査
や
所
有
者
不

明
農
地
等
の
権
利
関
係
調
査
、

農
地
台
帳
の
更
新
等
に
係
る
経

費
を
支
援
す
る
予
算
と
し
て
配

分
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（田
中

智
）

農
地
法
に
お
け
る
農

業
用
ハ
ウ
ス
や
所
有

者
不
明
不
明
農
地
の

取
扱
い
に
つ
い
て

関
連
法
案
提
出
を
予
定

農
業
用
ハ
ウ
ス
の
農
地
法
上

の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
国
は
平

成
14
年
４
月
１
日
付
構
造
改
善

課
長
回
答
（
施
設
園
芸
用
地
等

の
取
扱
い
に
つ
い
て
）
に
よ
り
、

ハ
ウ
ス
が
建
て
ら
れ
て
い
る
土

地
に
つ
い
て
、
農
地
を
形
質
変

更
せ
ず
、
耕
作
可
能
な
状
態
が

保
た
れ
て
い
る
も
の
は
、
引
き

続
き
農
地
法
上
の
農
地
に
該
当

す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
地
固
め
し
、
耕
作

で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る

も
の
は
農
地
に
は
該
当
し
な
い

も
の
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年

の
営
農
形
態
の
多
様
化
に
伴
い
、

水
耕
栽
培
の
増
加
や
収
穫
用
カ
ー

ト
の
導
入
、
収
量
ア
ッ
プ
の
た

め
の
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
の
開

発
な
ど
が
進
み
、
高
度
な
生
産

方
式
が
全
国
的
に
拡
が
り
を
見

せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
底
地
を

全
面
コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
し
た

農
業
用
ハ
ウ
ス
等
に
つ
い
て
も
、

農
地
転
用
の
許
可
を
必
要
と
せ

ず
、
現
況
農
地
に
設
置
す
る
こ

と
が
で
き
る
仕
組
み
を
創
設
す

る
た
め
、
次
期
通
常
国
会
に
関

連
法
案
を
提
出
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
所
有
者
不
明
の
未
相

続
農
地
を
農
地
中
間
管
理
機
構

に
貸
し
付
け
よ
う
と
す
る
場
合
、

現
行
制
度
で
は
法
定
相
続
人
を

探
し
て
同
意
を
集
め
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
農
地
の
集
積
・
集
約

化
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
国
で
は
農
地
中

間
管
理
機
構
に
農
地
を
預
け
る

場
合
に
限
り
、
管
理
費
用
（
公

定
資
産
税
、
水
利
費
等
）
を
負

担
し
て
い
る
相
続
人
が
、
次
の

よ
う
な
手
続
き
を
と
る
こ
と
で
、

農
地
中
間
管
理
機
構
へ
農
地
を

預
け
ら
れ
る
新
た
な
仕
組
み
を

創
設
す
る
た
め
、
次
期
通
常
国

会
に
関
連
法
案
を
提
出
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

▼
管
理
費
用
を
負
担
し
て
い
る

相
続
人
は
、
共
有
者
の
一
部
を

確
知
で
き
な
い
場
合
に
は
、
農

業
委
員
会
に
よ
る
公
示
を
経
て
、

農
地
中
間
管
理
機
構
に
利
用
権

を
で
き
る
だ
け
長
期
の
期
間
で

設
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

そ
の
際
、
共
有
者
の
探
索
方

法
は
必
要
以
上
の
探
索
に
な
ら

な
い
よ
う
明
確
化
す
る
。

▼
共
有
持
分
を
有
す
る
者
の
過

半
の
同
意
を
得
て
設
定
さ
れ
る

利
用
権
の
期
間
を
、
現
行
の
５

年
を
超
え
な
い
も
の
か
ら
可
能

な
限
り
長
期
な
も
の
に
延
長
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

（田
中

智
）



①営農意向の現地調査対象農家を抽出（今後リタイヤ懸念・規模拡大農家）

経営者の年齢、後継者の有無、経営規模等、農業委員・推進委員の意見等を勘案して抽出する。

②現地調査用の調査票を準備

意向調査対象農家の抽出

現地調査等による営農意向の把握

現地調査等の結果報告

情報提供

農業委員会（事務局） 農業委員・農地利用最適化推進委員

①農地の出し手への意向調査

農地の貸付の可能性のある農業者へ、一筆毎の農地利用の現況と意向確認及び中間管理事

業等のＰＲ

②農地の受け手への意向調査

規模拡大の可能性のある農家へ、借り受け希望農地の規模・条件等を確認及び中間管理事業

等のＰＲ

③上記①及び②意向確認を踏まえて、農地の出し手と受け手のマッチング

農業委員・農地利用最適化推進委員

①農業委員会総会等の場で現地調査等の結果報告（中間管理機構推進員にも可能であれば出席

依頼）

②現地調査の結果を整理し、農地台帳の記録・修正

③農地情報公開システム等に農地情報の公開

①人・農地プランの見直し

②農地中間管理事業の貸付希望リスト・借り受け希望リストに登録

③農地中間管理事業による担い手への転貸等

市町村・農地中間管理機構

農業委員会（事務局）

とくしま農地利用最適化推進1.1.1運動
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改
正
農
業
委
員
会
法
に
お
い

て
、
農
業
委
員
会
で
は
農
地
の

権
利
移
動
等
の
許
認
可
業
務
に

加
え
、
農
地
利
用
の
最
適
化

(

農
地
集
積
・
集
約
化
、
遊
休

農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新

規
参
入
の
促
進
）
業
務
が
必
須

業
務
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
農
地
利
用
の
最
適
化
業

務
の
中
で
も
、
特
に
、
農
地
の

集
積
・
集
約
化
に
つ
い
て
は
、

農
地
所
有
者
の
意
向
確
認
が
起

点
と
な
る
こ
と
か
ら
、
農
地
の

出
し
手
農
家
と
農
地
の
受
け
手

農
家
の
意
向
の
掘
り
起
こ
し
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
き

ま
す
。
そ
こ
で
、
徳
島
県
農
業

会
議
で
は
、
親
し
み
や
す
く
、

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
示
す
旗

印
と
な
る
「
と
く
し
ま
農
地
利

用
最
適
化
推
進
１
・
１
・
１
運

動
」
の
実
施
を
各
農
業
委
員
会

に
働
き
か
け
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
運
動
の
目
標
は
、

「
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
が
、
毎
月
農
地

所
有
者
を
戸
別
訪
問
し
、
１
年

間
で
１
人
１
筆
以
上
の
農
地
集

積
・
集
約
化
に
取
り
組
む
」
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
各
委
員
の
担

当
地
区
で
近
い
将
来
、
農
地
の

出
し
手
と
な
る
後
継
者
の
い
な

い
高
齢
農
家
や
、
地
域
農
業
の

担
い
手
と
な
る
認
定
農
業
者
等

か
ら
農
地
の
貸
付
・
借
受
意
向

を
調
査
票
に
よ
り
確
認
し
、
農

地
の
出
し
手
と
受
け
手
を
結
び

つ
け
る
活
動
を
行
う
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
戸
別
訪
問
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
地
集
積
・

集
約
化
以
外
に
、
農
家
の
抱
え

て
い
る
課
題
や
問
題
が
明
ら
か

に
な
り
、
農
業
委
員
会
と
し
て

農
村
現
場
の
意
見
を
市
町
村
等

の
行
政
機
関
に
提
案
す
る
政
策

提
案
活
動
に
も
結
び
つ
く
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

県
下
す
べ
て
の
農
業
委
員
会

が
、
本
運
動
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
、
農
業
委
員
会
の
対
外

的
な
評
価
も
高
ま
り
、
地
域
の

農
業
者
か
ら
ま
す
ま
す
信
頼
さ

れ
る
組
織
に
な
る
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
田
中

智
）

阿
波
市
に
お
け
る
農
地

利
用
最
適
化
の
た
め
の

取
組
に
つ
い
て

阿
波
市
で
は
、
農
地
中
間
管

理
事
業
の
推
進
と
担
い
手
へ
の

農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
加
速

さ
せ
る
た
め
、
農
業
委
員
会
と

農
業
振
興
課
が
共
催
で
、
農
業

委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
見
直
し
と
農
地

中
間
管
理
事
業
の
実
施
状
況
等

に
係
る
課
題
と
推
進
方
策
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
理
解
を
深

め
ま
し
た
。
具
体
的
な
取
り
組

み
と
し
て
、
市
が
各
委
員
の
担

当
地
区
内
で
利
用
権
を
設
定
し

て
い
る
農
家
リ
ス
ト
を
各
委
員

毎
に
配
布
し
、
戸
別
訪
問
の
際

に
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
や
農
地

中
間
管
理
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
等

の
説
明
を
依
頼
し
ま
し
た
。
ま

た
、
利
用
権
設
定
の
更
新
時
期

が
近
づ
い
て
い
る
農
家
に
対
し

て
は
、
農
地
中
間
管
理
事
業
に

移
行
す
る
こ
と
も
含
め
て
貸
し

手
・
借
り
手
の
農
家
に
働
き
か

け
る
よ
う
依
頼
し
、
関
係
者
が

一
丸
と
な
っ
て
、
農
地
利
用
の

最
適
化
の
推
進
に
力
強
く
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

（
田
中

智
）

「
と
く
し
ま
農
地
利
用
最
適
化
推
進
１
・
１
・
１
運
動
」



外国人技能実習制度は、開発途上地域等への技能等の移転を図り、その経済発展を担う「人づくり」に
協力することを目的とする制度として、我が国の国際貢献において重要な役割を果たしている。外国人の
技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律（以下、技能実習法）は、技能実習に関し、技
能実習計画の認定及び監理団体の許可の制度を設け、これらに関する事務を行う外国人技能実習機構を設
けること等により、技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護を図るものである。技能実習法は、平成
28年11月28日に公布され、平成29年11月1日施行されている。

技能実習生関連データ
○技能実習生 約16.8万人（平成27年10月末現在 ＊日本で就労する外国人 約91万人）
○農業分野の外国人技能実習生 約2.4万人（平成26年度）
○技能実習生の失踪者 4851人（平成26年度）
○平成28年度徳島県内の失踪者86人（平成15年以降最多）
○受入人数の多い国は、①中国（46.2％）②ベトナム（29.9％）③フィリピン（9.2％）（平成27年度末）

＜制度の基本理念＞
○開発途上国等への技能、技術又は知識の移転
○開発途上国等の経済発展を担う「人づくり」への協力
○上記の取り組みによる、先進国としての役割発揮と国際社会との調和ある発展
○技能実習は、技能等の適正な修得等のために整備され、かつ、技能実習生が技能実習に専念できるよう
にその保護を図る体制が確立された環境で行われなければならない。

○技能実習は、労働力の需給の調整の手段として行われてはならない。

実習期間が３年から５年へ
優良な監理団体等（実習実施者を含む)に限定して、実習期間をこれまでの最長３年間から、実習生の一旦帰国

（一ヶ月以上）後に、更に２年間の実習期間を延長することで最長５年間となった。加えて、優良な監理団体等の実
習生受入人数枠を拡大した。監理団体の許可に当たっては、５年間の受け入れが可能な高度な受入要件を備えた「一
般監理団体」と、それ以外の「特定監理団体」に区分して許可される。優良要件については、適切な指導体制の整備、
技能習得の着実な実行（技能評価試験の合格者数、合格率）、実習生の待遇条件、法令違反や問題が発生していない
こと等から判断される。また、実習生の期間延長については、技能検定３級相当（農業では技能評価専門級試験）の
実技試験合格が必須要件となる。

管理監督体制の強化
①実習生の送り出しを希望する国との間で、政府（当局）間取決めを順次作成することを通じ、相手国政府（当局）
と協力して不適正な送り出し機関の排除を目指す。
②監理団体については許可制、実習実施者については届出制とし、技能実習計画は個々に認定制とする。
③新たな外国人技能実習機構（認可法人）を創設し、監理団体等に報告を求め、実地に検査する等の業務を実施。
④通報・申告窓口を整備。人権侵害行為等に対する罰則等を整備。実習先変更支援を充実。
⑤業所管省庁、都道府県等に対し、各種業法等に基づく協力要請等を実施。これらの関係行政機関から成る地域協議
会を設置し、指導監督・連携体制を構築。

（ 技 能 評 価 初 級 試 験 合 格 ） （ 技 能 評 価 専 門 級 試 験 合 格 ）

雇 用 契 約 開 始
（労 働 条 件 通 知 書 の 交 付 ）内 容 説 明

事 前 講 習

雇 用 契 約 締 結

　 　 　 　 (入 国 )

選 考 講 習
４・ ５ 年 目 実 習

技 能 実 習 ３ 号

( 帰 国 ）

雇 用 契 約 終 了

（ 技 能 熟 達 期 間 ）（ 技 能 習 得 期 間 ）

２・ ３ 年 目 実 習

技 能 実 習 ２ 号

（ 技 能 習 熟 期 間 ）

（ 一 旦 帰 国 ）技 能 実 習

１ 年 目 実 習

技 能 実 習 １ 号

新たな外国人技能実習制度のポイント

▼
本
県
で
は
、
県
央
・
県
北
部
の

露
地
野
菜
、
施
設
野
菜
の
農
業

者
を
中
心
に
、
農
業
生
産
の
現

場
で
多
く
の
外
国
人
技
能
実
習

生
が
実
習
に
励
ん
で
い
る
が
、
こ

れ
ら
の
地
域
で
は
実
習
生
が
重

要
な
労
働
力
と
な
っ
て
お
り
、
今

で
は
技
能
実
習
生
な
し
で
は
経
営

が
成
り
立
た
た
な
い
農
業
者
も

多
く
存
在
す
る
。

▼
技
能
実
習
制
度
の
理
念
は
開

発
途
上
国
へ
の
技
術
や
知
識
の
移

転
に
あ
る
。
実
習
生
が
帰
国
後
、

我
が
国
で
学
ん
だ
技
術
や
知
識

を
生
か
し
、
自
国
の
経
済
的
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
が
制
度
の
趣
旨

で
あ
る
。
あ
る
会
議
の
席
上
で
、

実
習
生
の
帰
国
後
の
就
業
実
態

を
調
査
し
た
者
か
ら
「
農
業
分
野

は
制
度
の
趣
旨
に
適
っ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
？
」
と
疑
念
を
投
げ

ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
制
度
の
趣

旨
が
充
分
生
か
さ
れ
て
い
な
い
面

が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

▼
一
方
、
技
能
実
習
制
度
の
適

正
化
を
図
る
た
め
、
実
習
生
を

安
価
な
労
働
力
と
見
な
す
の
で
は

な
く
、
日
本
人
と
同
等
の
労
働

条
件
で
働
か
せ
る
必
要
が
あ
る
。

実
習
生
側
の
意
識
も
で
き
る
だ

け
多
く
収
入
を
得
た
い
が
た
め
、

日
本
に
出
稼
ぎ
（実
習
）に
き
て
い

る
か
ら
だ
。

（安
芸

卓
生
）
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山
本
静
子
さ
ん
（65
）

「
私
は
も
と
も
と
小
松
島
市
の
出
身

で
す
。
嫁
ぐ
と
き
に
北
方
の
農
家
に

嫁
い
だ
ら
、
仕
事
が
大
変
で
す
よ
と

周
囲
か
ら
言
わ
れ
て
ま
し
た
。
南
で

は
の
ん
び
り
農
業
を
す
る
の
が
主
流

で
し
た
か
ら
ね
」
と
笑
顔
で
語
る
の

は
板
野
町
農
業
委
員
（
１
期
目
）
の

山
本
静
子
さ
ん
（
65
）
。

山
本
さ
ん
は
、
夫
と
息
子
夫
婦
、

外
国
人
研
修
生
２
名
で
、
野
沢
菜
、

白
瓜
、
ミ
ブ
ナ
、
カ
ブ
ラ
、
大
根
、

き
ゅ
う
り
等
を
ハ
ウ
ス
３
㌶
と
露
地

３
㌶
で
栽
培
し
て
い
る
。

山
本
さ
ん
は
21
歳
の
時
に
結
婚
し
、

当
初
は
大
根
と
白
瓜
を
２
㌶
栽
培
し

て
い
た
が
、
経
営
規
模
を
拡
大
し
、

現
在
は
山
本
漬
物
食
品
有
限
会
社
を

設
立
し
、
板
野
町
を
代
表
す
る
農
家

に
成
長
し
た
。

「
有
限
会
社
な
ら
夫
婦
２
人
で
協

力
す
れ
ば
大
丈
夫
か
な
と
法
人
化
し

ま
し
た
。
節
税
や
将
来
的
に
雇
用
も

し
や
す
く
な
る
の
で
、
農
業
法
人
は

こ
れ
か
ら
増
え
る
と
思
い
ま
す
」

そ
ん
な
山
本
さ
ん
は
、
Ｊ
Ａ
板
野

郡
総
代
（
２
期
）
と
Ｊ
Ａ
板
野
郡
女

性
部
役
員
（
３
期
）
を
務
め
る
地
域

の
相
談
役
で
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
が

評
価
さ
れ
地
元
の
推
薦
で
農
業
委
員

に
選
任
さ
れ
た
。

昨
年
は
地
元
委
員
と
連
携
で
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
、
以
前
は
仕
事

に
没
頭
し
て
い
て
気
に
か
け
な
か
っ

た
が
、
遊
休
農
地
が
気
に
な
り
始
め

て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
近
所
の
農

家
が
高
齢
と
な
り
遊
休
農
地
と
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
農
業
委
員

会
と
連
携
し
、
農
業
委
員
と
し
て
で

き
る
こ
と
を
模
索
し
て
い
る
。

一
方
で
、
徳
島
県
農
業
委
員
会
女

性
協
議
会
活
動
で
は
後
継
者
対
策
に

興
味
が
あ
り
、
地
域
の
独
身
男
性
農

業
者
に
婚
活
食
事
会
へ
の
参
加
を
呼

び
か
け
た
。

「
町
で
は
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
、

商
工
会
や
Ｊ
Ａ
青
年
部
と
協
力
し
て

独
身
男
性
の
婚
活
を
支
援
し
て
い
ま

し
た
。
現
在
、
婚
活
の
支
援
は
町
を

挙
げ
て
行
っ
て
お
り
、
私
の
息
子
も

以
前
は
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
私
の

で
き
る
こ
と
で
あ
れ
ば
お
手
伝
い
で

き
た
ら
」
と
語
っ
た
。

後
継
者
が
育
ち
つ
つ
あ
る
板
野
町

の
中
心
的
な
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
一
層

活
躍
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。

（
笹
賀

圭
）
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こ
ん
に
ち
は
。
日
本
政
策
金
融

公
庫
（
日
本
公
庫
）
徳
島
支
店
で

す
。
当
公
庫
は
、
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資

金
等
の
融
資
や
各
種
情
報
提
供
、

商
談
会
の
開
催
な
ど
、
農
業
者
の

皆
様
の
経
営
改
善
支
援
に
努
め
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
大
阪
２
０
１
８
の
開
催
に
関

す
る
お
知
ら
せ
の
ほ
か
、
前
号
に

引
き
続
き
、
徳
島
県
内
の
農
業
経

営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ご
紹
介
（
第

５
回
）
を
掲
載
し
ま
す
。

ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
大
阪
２

０
１
８
が
開
催
さ
れ
ま
す

２
月
21
・
22
日
の
２
日
間
、
Ａ

Ｔ
Ｃ
ア
ジ
ア
太
平
洋
ト
レ
ー
ド
セ

ン
タ
ー
（
大
阪
市
住
之
江
区
）
で
、

当
公
庫
主
催
の
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
大
阪
２
０
１
８
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
産
農
畜
産

物
及
び
そ
の
加
工
食
品
に
限
定
し

た
商
談
会
と
し
て
は
国
内
最
大
級

の
も
の
で
、
出
展
者
は
約
３
５
０
、

来
場
者
は
２
日
間
で
約
１
万
５
千

人
に
の
ぼ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

今
回
徳
島
県
か
ら
は
、
全
国
の

バ
イ
ヤ
ー
へ
の
販
路
の
開
拓
を
目

指
し
て
、
徳
島
県
農
業
法
人
協
会

の
会
員
な
ど
、
９
法
人
・
団
体
が

出
展
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

販
路
の
拡
大
が
経
営
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
方
に
と
り
、
と
て
も

有
意
義
な
機
会
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
将
来
の
出
展
の
参
考
の
た
め

等
ご
興
味
の
あ
る
方
に
は
、
入
場

に
必
要
な
特
別
招
待
状
を
お
渡
し

し
ま
す
。
文
末
の
問
い
合
わ
せ
先

に
お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ご

紹
介
（第
５
回
）

農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度

は
、
「
農
業
の
特
性
を
理
解
し
て

い
る
税
務
・
労
務
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
な
ど
の
専
門
家
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
た
い
」
と
い
う
農
業

経
営
者
の
要
望
を
受
け
て
、
経
営

へ
の
総
合
的
か
つ
的
確
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
実
践
で
き
る
人
材
を
育
成

す
る
た
め
、
平
成
17
年
に
当
時
の

農
林
漁
業
金
融
公
庫
（
現
・
日
本

公
庫
農
林
水
産
事
業
）
が
創
設
し

ま
し
た
。
徳
島
県
で
は
現
在
、
12

名
（
公
庫
職
員
を
除
く
）
が
合
格

し
て
い
ま
す
。
農
業
経
営
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
は
、
地
域
の
農
業
経
営
者

の
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
発
展
の
取
組

み
を
意
欲
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

篠
原

毅
さ
ん

（所
属
：徳
島
県
信
用
農
業
協
同
組

合
連
合
会
）

〔
自
己
Ｐ
Ｒ
〕

私
ど
も
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
徳
島
信
連

は
、
県
内
Ｊ
Ａ
の
取
組
み
を
推
進
・

支
援
す
る
と
と
も
に
、
農
業
者
様
、

農
業
法
人
様
の
担
い
手
に
対
し
直

接
融
資
ま
た
は
Ｊ
Ａ
と
の
協
調
融

資
等
に
よ
り
積
極
的
な
金
融
対
応

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
当
会
に
お
い
て
融
資
担
当

者
と
し
て
農
業
融
資
業
務
に
携
わ
っ

て
お
り
ま
す
。
農
業
経
営
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
試
験
に
は
平
成
29
年
８
月

に
合
格
し
ま
し
た
。
資
金
調
達
の

際
に
は
気
兼
ね
な
く
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

〔
連
絡
先
〕

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
８
（６
３
４
）２
３
５
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
８
８
（６
３
４
）２
４
３
８

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
ま
で

日
本
政
策
金
融
公
庫

徳
島
支
店
農
林
水
産
事
業

徳
島
市
中
洲
町
１
ー
５
８

０
８
８(

６
５
６)

６
８
８
０

営
業
時
間

９
時
～
17
時

女
性
農
業
委
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー



場           所 対   象  者

１０日～１１日 平成２９年度女性農業委員登用促進研修会 主婦会館プラザエフ（東京都） 女性農業委員等

１１日 中国四国農業会議会長・事務局長会議 ザ・グランドパレス徳島 中四国農業会議会長・事務局長

１５日 徳島県農業会議第２２回常設審議委員会 ザ・グランドパレス徳島 常設審議委員

１６日～１７日 ＦＡＭＩＣ事業所調査 ＪＡ会館４階会議室 有機農産物認証協会事務局員

１８日 四国ブロック農業法人組織会長・事務局長会議 ホテルアネシス瀬戸大橋（宇多津町） 農業法人協会関係者

１９日 農業参入セミナー ＪＡ会館８階特別室 農業参入希望者、関係者

２５日 都道府県農業会議農地・組織主任者会議 弘済会館（東京都） 農業会議担当者

２７日 新・農業人フェアー 大阪マーチャンダイズマートビル 新規就農希望者等

　１日 都道府県農業会議事務局長会議 参議院議員会館（東京都） 農業会議事務局長

　２日 農の雇用事業研修会 ＪＡ会館別館５号室 事業実施主体農業者

　８日 都道府県農業会議会長会議 蚕糸会館（東京都） 農業会議会長

１０日 新・農業人フェアー 東京国際フォーラム 新規就農希望者等

１３日 徳島県農業会議第２３回常設審議委員会 ＪＡ会館８階特別室 常設審議委員

１６日 農業経営改善セミナー ＪＡ会館８階特別室 経営継承推進関係者等

１９日 安2農産物（ＧＡＰ）管理者研修会 ＪＡ会館８階２号室 関係農業者、関係機関

２５日 農地・組織主任者会議 弘済会館（東京都） 農業会議主任者

２８日 職業紹介責任者講習会 中野サンプラザ（東京都） 農業会議職業紹介責任者

　８日 女性の農業委員会活動推進シンポジウム 砂防会館（東京都） 女性農業委員等

　８日～９日 農業者年金業務担当者会議 農業者年金基金 農業会議、ＪＡ中央会担当者

１２日 有機農産物輸出研修会 ホテルサンシャイン徳島 有機認定事業者、関係者

１４日 徳島県農業会議第２４回常設審議委員会・理事会 徳島グランヴィリオホテル 常設審議委員・理事

１２日 平成３０年度全国情報会議 椿山荘（東京都） 農業委員会関係者

３０日 平成３０年度全国農業委員会会長大会 文京シビックホール（東京都） 農業委員会会長等

５月

３月

徳島県農業会議等の行事予定

会議 等 の行事 予 定

　１月

２月

４月
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全
国
農
業
新
聞
の

普
及
拡
大
を

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
委
員
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
が
発
行
す
る
農
業

総
合
専
門
紙
で
す
。
「
週
刊
」
の
時
間

を
生
か
し
、
情
報
が
わ
か
り
や
す
い
よ

う
解
説
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
と
農
業
者
、
地
域
住
民
・消
費
者
、

農
村
と
都
市
の
絆
を
強
め
る
た
め
の

「か
け
は
し
」と
し
て
、
普
及
・拡
大
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

購
読
料

月
額

７
０
０
円

発

行

毎
週
金
曜

お
申
込
み
は
農
業
委
員
会
へ

あ

と

が

き

今が食べ頃、ジビエの効用

食材となる野生鳥獣の肉をフランス語でジビエ（gibier）と

いう 。代表的なイノシシ肉、シカ肉を牛肉や豚肉と比べてもそ

の栄養価に遜色はない。特にシカ肉に含まれるアミノ酸の一

種である「アセチルカルニチン」は牛肉の２倍も含まれ、脳機

能向上や疲労・ストレス軽減に効果があるという 。ダイエット

食や高齢者の介護食としても利用が期待されている。(T・M)

(一社)徳島県農業会議へのお問い合せ
TEL（088)678-5611 FAX（088)678-5664
URL http://www.tokukaigi.or.jp
MAIL home@tokukaigi.or.jp

新
刊
農
業
図
書
紹
介

【改
訂
版
】

戸
別
訪
問
に
取
り
組
も
う
！

農
業
者
年
金
加
入
推
進
セ
ッ
ト

農
業
者
年
金
は
農
業
者
の
豊
か

な
老
後
を
支
え
る
重
要
な
制
度
で

す
。
そ
の
制
度
を
周
知
し
て
農
業

者
に
加
入
を
勧
め
る
活
動
は
、
農

業
委
員
会
・
Ｊ
Ａ
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
も
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。

本
セ
ッ
ト
は
農
業
者
年
金
の
加

入
推
進
活
動
に
取
り
組
む
農
業
委

員
会
・
Ｊ
Ａ
の
皆
さ
ん
の
戸
別
訪

問
用
の
フ
ァ
イ
ル
形
式
の
資
料
で

す
。
積
極
的
な
加
入
推
進
活
動
に

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

戸
別
訪
問
用
の
フ
ァ
イ
ル
形
式
！

平
成
29
年
12
月
27
日
刊
行

▽
図
書
コ
ー
ド

29-

30

▽
定
価

７
３
０
円

▽
規
格

A4
判

農
業
経
営
改
善
セ
ミ
ナ
ー

新
規
就
農
者
等
を
地
域
農
業
の

新
た
な
担
い
手
と
し
て
捉
え
、
農

業
経
営
の
第
三
者
継
承
を
通
じ
て

地
域
農
業
の
維
持
・
発
展
を
考
え

る
た
め
本
セ
ミ
ナ
ー
を
つ
ぎ
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

２
月
16
日(

金)

午
後
１

時
30
分
～
午
後
４
時

▽
場
所

徳
島
県
Ｊ
Ａ
会
館
８
階

特
別
室

◇
セ
ミ
ナ
ー
内
容
◇

①
情
勢
報
告

農
業
会
議

②
事
例
発
表

（株
）情
熱
カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
取
締
役

三
木
義
和
氏

③
講
演

「
農
業
経
営
の
第
三
者
継
承
進
め

方
と
ポ
イ
ン
ト
」

講
師

農
研
機
構
上
級
研
究
員

農
学
博
士

山
本
淳
子
氏

④
参
加
予
定

50
名
程
度


